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学 内 規 則
富山大学職員の財産形成貯蓄関係事務取扱要項
1. 趣 旨
山山大学（富山大学社営短期大学部 を含む。）職民の勤
労有財産形成促進法（昭和46年法律第92号） （以下「財
形法」とL 、う。） に 法づ く財産形成貯蓄（ 以下「財形貯蓄j
という。）関係事務の取扱し、 については， 法令 その 他特別
の定め によるもののほか， この要項の定めるところ によ
る。
-1-
へ送付するものとする。
(3）給与係は，控除額明細書に基づいて財形貯蓄契約を
締結している職員の給与から預入等の相当額を控除し，
これを幹事金融機関等に支払い，幹事金融機関等は契
約金融機関等へ払L、込むものとする。
記録簿の作成およひ嘗哩
能率係は， 財形貯蓄の状況を把握するため別紙様式2
の財産形成貯蓄記録簿（以下「記録簿」という。）を職員
別に作成し管理するものとする。
7. 非課税関係事務
(1）職員が財形法第8条の規定に基づく課税の特例を受
けようとする場合は，財形貯蓄契約申込書とあわせて
財産形成非課干服宇蓄申告書等を能率係に提出するもの
行なうこと。
5. 預貯金等の預入等
(1）能率係は，控除額明細書を契約金融機関等に作成き
せ，預入等を行なう日のおおむね15日前までに給与係
へ送付するものとする。
(2）能率係は，控除額明細書を預入等を行なう日の5営
業日前までに，幹事金融機関等を経て契約金融機関等
とする。
(2）能率係は，職員から財産形成非課干服宇蓄申告書等の
提出があった場合は，確認のうえそれを幹事金融機関
等を経て契約金融機関等へ送付するものとする。
8. 財形貯蓄契約内容の変更等
(1）職員が財形貯蓄に関する契約書に記載された住所，
氏名，勤務先の変更ならぴに財形貯蓄契約の解約をし
ようとす るときは，その都度当該契約金融機関等が定
めたところの書類に必要事項を記入のうえ，すみやか
に能率係に申し出るもの。とする。
(2）預入等の1回あたりの金額，預入等の日，預貯金等
の種類の変更等前記1）に定めるもの以外の財形貯蓄契
約の内容を変更しようとする場合は，当該契約金融機
関等が定めたところの書類に必要事項を記入のうえ，
財形貯蓄にかかる給与からの控除預入等を行なう
ための明細書（以下「控除額明細書Jという。）につ
いて，古住卒係または給与係と契約金融機関等との相
E間における送付のとりつぎを行なうこと。
給与係から預入等の相当額を受け取り，すみやか
に契約金融機関等へ振り込むこと。
契約金融機関等が作成する預貯金等の残高報告書
をとりまとめて，能率係へ提出すること。
その他必要な書類の送付，i輸事項の伝達等を
に交付する財形貯蓄契約の証を古住科系へ送付するこ
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(4）財形貯蓄契約の申込みは， l金融機関の1店舗に限
って行ない，かっ，預貯金等の種類は1種類とする。
財形貯蓄契約
財形法第6条の規定に基つ。〈財産形成貯蓄穀ワ（以下
「財形貯蓄招ヲJという。）を希望する職員は，金融機関
等の定める財形貯蓄契約に関する申込書（以下「財形貯
蓄契約申込書Jという。）に別紙様式lの財産形成貯蓄天
引預入依頼書を添付して，庶務部人事課能科系（以下「能
率係Jという。）に提出するものとする。
職員が財形貯蓄契約を締結した金融機関等（以下
「契約金融機関等」という。）が作成した契約者ごと
4. 幹事金融機関等の選定および協力
(1）財形貯蓄に関する事務を円滑に行なうため，原則と
して業態ごとに各金融機関等と能率係および経理部経
理課給与係（以下 「給与係」という。）との連絡調整を
行なう金融機関等（以下「幹事金融機関等jという。）
を各l社選定する。
(2）幹事金融機関等は，次に掲げる事務に関し協力する
ものとする。
ア 財形貯蓄契約申込書ならびに租税特別措置法 （昭
和32年法律第26号）第 4条の2に規定する財産形成
非課干服宇蓄申込書および同申告書（以下問オ産形成
非課干掛字蓄申告書等」という。）を職員が財産形成貯
蓄契約を希望する金融機関等へ送付すること。
(1）財形法第6条の規定に基づく預貯金等（以下「預貯
金等」という。）の預入，信託または購入（以下「預入
等Jという。）の1回あたりの金額は 1,000円の整数倍
とし，預入等の1回あたりの金額は，俸給支給定日ま
たは期末勤勉手当支給日ごとにそれぞれ同額とする。
(2）預入等は，次に掲げる日のいずれかーを選んで継続
的に行なうものとする。
俸給支給定日
期末勤勉手当支給日'(3月期末手当支給日を除く。
預入開始日
7月俸給支給定日また
は12月期末勤勉手当支
給日
た十又ま当日手定勉ι
口J明
刈
土骨翁
草
支末給期俸月月6
日
l主人凸
ー；
学
以下同じ。）
ウ 俸給支給定日および期末勤勉手当支給日
(3）財形貯蓄申出の期間および預入開始日
(5）契約金融機関等は大学か定める。
12月1日～12月10日
6月1日～6月10日
間
昭和47年10 月・11月号
期
財形貯蓄の要件
出申
ア
イ
イ
3. 
2. 
昭和47年10 月・11月 号 学
毎年12月1日から12月10日までに能率係に申し出るも
のとする。
(3) 印鑑の変更， 払出必よび古監事係が別に定めるものに
ついては，古医科系に対する申出を要しない。
(4） 能率係は， 職員から前詔1）およひ�2）に定める財形貯
蓄契約の内容の変更または解約の申出を受けた場合に
は，記録簿の該当事項を訂正または削除するとともに，
すみやかに関係書類を幹事金融関等を経て契約金融機
関等へ送付するものとする。
9.預貯金等の残高報告
古医科系は， 毎年2回特定の時期に預貯金等の現在高に
関し， 契約金融機関等から職員別の預貯金等の残高報告
書を提出させこれを財形貯蓄契約を締結している職員に
商白甘するものとする。
10. 人事異動の場合の取扱
財形貯蓄契約を締結している職員が他の官署に異動し
別紙様式
財産形成貯蓄天引預入依頼書
報 第14 6号
た場合であって， 当該職員にかかる財形貯蓄契約の継続
が可能であるときは，能率係は， 当該財形貯蓄に関 する
書類を異動先官者ーにすみやかに送付するとともに， 異動
した旨を当該幹事金融機関等を経て当該契約金融機関 等
へ通知するものとするn
11. 経由機関
財形貯蓄契約に関する書類乞職員が育E率係に提出す
る場合または， 能率係が職員lこ配布する場合は，各学部，
教養部，附属図書館および経営短期大学部にあっては，
それぞれ所属する部局の庶務係またはま銃剣系を経由する
ものとする。
12. そ の 他
この要項に定めるもののほか， 財形貯蓄関係事務の取
扱に関し必要な事項は別に定める。
附 則
この要項は， 昭和47年11月20日から施行する。
昭 和 年 月 日
富山大学資金前渡官吏 殿
所属部局
氏 名 ⑮ 
私は， 財産形成貯蓄をしたいので ， 下記により給与から天 引し
て預入くださいますよう依頼いたします。
1. 天 引 預 入期間
2. 預入時期および金額
3. 金 融 機 関 等名
記
昭和 年 月 日 か ら
昭和 年 月 日まで
俸 給 支 給 日 円
期末勤勉手当支給日 円
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昭和47年10月・11月号 学
別紙様式 2 
財産形成貯蓄記録簿
住所
報 第146号
.NO. 
フリガナ
氏 名
コード番号
所属部局
コード番号 L一一一一一一ー一一司自ーー－－＇
左記変よ｜
年 月 日目立宮、1:r::1よ吋m1官官奇）日｜備
考
諸
.0、
'zt 議
第9回評議会（I 0月31日）
く報告事項〉
(1）昭和47年9月卒業の認定について
(2）昭和47年9月富山大学大学院薬学研究科（修士課程）
修了の認定 について
(3）富山大学医学部設置検討委員会について
(4）東海北陸地区国立大学長会議について
ζ審議事項〉
(1）教官人事 について（経済学部）
(2）卒業の認定 について（工学部）
(3) その他
イ 学内状況について
第10回評議会（｜｜月17日）
ζ報告事項〉
(1）国大協第 3常置委員会について
ζ審議事む
(1）教官人事 について（教育学部）
(2）昭和48年度富山大学学生募集要項および富山大学案
内について
(3) 昭和48年度富山大学理学専攻科学生募集要項 につい
て
(4）昭和48年度富山大学経済学専攻干if経理経営専攻学生
募集要項について
( 5）学内の状況について
第6回事務協議会（ 11月18日）
ζ議題〉
(1）財形貯蓄について
(2) ��祖の動向について
第7回事務協議会（ 11月24日）
〈議 題〉
(1) 第四回東海北陸地区国立判刻烹務部課長会議につい
て
(2) 第42回東削ヒ陸地区国立判定等会計部課長会議につ
いて
(3) 第22回東海北陸地区国立朝交施設担当部課長会議に
ついて
(4）宿日直問題について
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人 事 異 動
王見 ，民A『 1哉 氏 名 異 動 内 n合＂・ 発令年月日
発 令 者
庚 困 貫 教授（工学部）に採用する 47. 10. 1 文部大臣
小 原 久 治 助教授（経済学部） II II II 
松 山 政 夫 文部技官（文 理 学部） II II 富山大 学長
（ 
助
工 学 部
手
） 能登谷 久 公 講師（工学部）に昇任させる II II 
文 部 技 官 袋 谷 賢 吉II 助手（ II II II II 
高 尾i青 美 事務補佐員（経済学部）に採用する 47. 10 . 9 II 
JIJ 国 道 子事務補佐員（教養部） に採用する 47. 10. 18 II 
（ 経講 i斉 悼寸んー 部
師
） 小 松 和 生 助教授（経済学部）に昇任させる 47. 11 1 文部大臣
（ 工 文
音E 技 官
部） 南 立作 助手（工 学部） II II 富山大学長寸＂＂．ー 
（
文
文
部
理
事
学
務 官
部） 高 島 睦 子 富山商船高等専門学校に出向させる II II 
栗 林 繁 治 臨時用務員（教育 学部作業員）に採用する 47. 11. 10 ” 
回 盛 一 枝 II II II II II 
（
文
教育
部
学部
技
営繕
官
工） 福 村 一 男
施設課
（併
汽
任
か
のん期
士
間
に
4
併
8
任する
4 10まで） 1’ II 
II 
砂子田 仙 吉
II 
（薬学部汽かん士） II II II 
II 
松 丘 健 治
II 
（工 学 部汽かん士） II II II 
（教
技
育
能
学部
補
汽か
佐
ん士
員
） 吉 野 光 雄
施設課
（併
汽かん士
期
に併任する
任 の 間48. 3 . 30まで） II II 
（ 
助
経
教 授
部） 瀧 好 英 教授（経済学部）に昇任させる 47. 11. 16 文部大臣j斉 会寸出一
（
文
経 理
部
部
事
経
務
理
官
課） 野 田 敏 明 日本芸術院に出向する II 富山大学長
（
文
教
部
育
事
学
務 官
部） 塚 田 健 夫 経理 部 経理課に配置換する II II 
学 内 諸 報
文部省人事事務監査 文部省永年勤続者表彰
文 部省による人事事務監査は， 10月23日本 部会議室で実
施きれた。
監査は， 主に昭和42年度以降の退職手当支給， 公務災害
補償事務 関係について文 部省大臣官房人事課福祉班厚生係
長松永新， 同恩給係長金坂勲の2監査官により行なわれた。
昭和47年度文 部省永年勤続者として， 次の2氏が表彰さ
れ， 11月22日学長室に おいて， 表彰状ならびに記念品が伝
達された。
経理 部経理課長 野村 学
附属図書館事務長 永田 佐一
海 外 渡 航 者
氏 名 所 属官 職 渡航の種類
若林嘉一郎 工 学 部 教授 外国出張
難波恒雄 薬学 部 教授 外国出張
渡航先国
アメリカ合衆国
ネタ ノマ Jレ
iイ巷香
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全工学の視察
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学
，
会
香港
出席の.:-1i..- ，二／ タ 生薬事情調査
期 問
47.10.28 
47.11.19 
47 .11.29 
47.12.24 
昭和47年10月・11月号
取 得者
取 得学位
取得年月日
学位論 文
学 位取得者
工学部講 師 小島政明
工学博士（ 東北大学）
昭和47年11月 1 日
形式言語の変換に関する 研究
叙 勲
学
本学名誉粉受大島文雄氏同桑田秋水氏に昭和47年度秋
の叙勲者として次のとおり勲章が授与された。
大島 文雄 勲二等端宝章
桑田 秋水 勲三等旭日：章
学内レクリエーション
砂教職員作品展
第9回教職員作品展は， 1 1月 6 , 7' 8 日の 3 日間学
生会館第I， 第 2 ， 第3集会室を会場として 開催された。
会場には外国人教 師シャイフェレ氏の水彩画 6 点を含
む文化部会各班員の力作1 10点が出品展示され，教職員
学生多数の参観者で賑わった。
また， 4 日正午から職員ホールでは茶i臨による茶会
が寸撒職員多数参加のもとに催き九 日頃の成果が披
露きれた。
作品展出品者は， 次のとおり
く華道班＞
大場 文子 清田 博子 柴田富美枝
森田タミ子 大橋 明美 有沢 郁子
渡辺登美枝 岩城恭子 山本 昭子
平林 富子 吉田 紀 子 杉本 千代
干日i葺 キク 高尾 貢
田島 スミ 増田 信子
く手芸班＞
高安 芳枝 平野美智子 松原 薫
大場 文子 坂 東康子 小 川 君子
石 井チイコ 和田 キク 辻堂 j青
新村 栄子 家納トミ子 石黒 寿子
広田 吏子 金岡スミ子 中 川 栄子
樹立登美枝 見角 紀代 牧野智恵子
柳田 寿美 竹岡 環 高瀬久美子
盛田 律子 田島 スミ 矢後 和子
杉本良子 御福 富子
く書道班〉
柴田富美枝 桜 井雅楽 高崎 公文
若林 良吉 平岩 広一 森井 章
高瀬重雄 泉田 利享 高瀬久美子
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く絵画班＞
エーベルハルト 二宮 英治竹内豊三郎
小黒 子足
高安 紀
田村 与一
岩城広光
・シャイフェ レ 開発 勝
中谷 唯一
高塚 清 文
藤岡 和典
（写真正）
桶 喜一
北林恒好
中谷 唯一
黒 田 信吉
（盆景班）
大場 文子
高安 芳枝
森田タミ子
山本 何子
石 井チイコ
柴田富美枝
清水 麗子
荒屋 克子
砂野球大会
実施月日 10 月 7 日 （土）
士曇 所 工学部グランド
入 賞優勝 文理・教養チーム
次勝 工学部チーム
砂ゴルフ大会
実施月日 10 月 8 日（日）
場 所 呉羽カントリークラブ
入 賞優勝宮下 和雄（工）
次勝三上房男（工）
三位草島 幸雄（本）
富山地区R連盟大会
砂釣大会
実施月日 10 月29日 （日）
場 所新湊市堀岡 地内
入 賞団体 優勝 富山大学
次勝労働基準局
（魚拓）
開場貞子
斉藤 義康
森田美喜子
結城 敏
個人 優勝 洲 勝次（富山地方裁判所）
伊藤紀男（富山大学）
昭和47年10月・11月号 学
砂ボウリング大会
実施月日 1 1月18日（土）
士揚 戸if]- ボウjレ1 0 2 
入 賞団体 優勝 富山地方検察庁1,433点
個人 H G賞井城小三郎（富山大学）
200 点
職
員
く新任者〉
経済学部
事務補佐員 高尾 清 美
教 養部
事務補佐員 川田 道子
く改 姓〉
事 務局
事務補佐員 石黒千佳子
事務補佐員 高塚ノブ子
経済学部
助 教 授 小松 和生
く住所変更〉
事 務局
事務補佐員 石黒千佳子
事務補佐員 高塚ノブ子
教養学部
教 授 入沢 寿夫
工学 部
教 授 室町 繁雄
講 師 岩城 敏博
く住居表示変更〉
事 務局
文部事務官 高木 行則
文部事務官 村井 弘
文音「〉事務官 伊藤 信一
学生部
文部事務官 森田 弘
教育学部
教 授 小沢慎一郎
講 師 中川 孝
文部事務官 中林 邦夫
消
息
（旧姓 奥井）
（旧姓 石黒）
（旧姓 小柏）
報 第146号
薬学 部
文部事務官 田近 俊之
工学 部
助 教 授 藤旧 宏
主 要 日 誌
｜ 本 部II
10月3 ～5 日 第10回 全国厚生補導研究集会（於 国立能
登青年の家）
5 日 第l回医学部設置検討委員会
第7回補導協議会
8 日 学内ゴルフ大会（於 呉羽カントリー）
11～14日 昭和47年度 第1回 国立学校幹部職員研修（於
国立教育会館）
19日 大学改革準備委員会合同委員会
19～20日 第9回 東i毎北陸地区国立大学事務局長会議
（於 福井大学）
20日 学園ニュー ス編集委員会
23日 文部省人事事務監査（退職手当等）
文部省共済組合運営審議会委員による本支部視
疲"" 
24～25日 第8 回39国立大学経理部長会議（於 広島大学）
24～27日 昭和47年度文部省共済組合年次監査
昭和47年度 第2回厚生補導研究協議会（於 人
材開発センター富士研修所）
25日 第1咽 東海北陸地区国立大学事務局長会議（於
静岡大学）
25～27日 第19回 東海北陸地区国立大学長会議（於 静岡
大学）
26～27日 第22回 東海北陸地区施設担当部課長会議（於
福井大学）
29日 第3 回北信越学生秋 期陸上競技大会（於 富山
県営陸上競技場）
30～31日 文部省技術監査
31日 第9回評議会
11月1～2 日 第1 1回 東地区国立大学学生会館運剖あ議会
（於 名古屋大学）
3 日 北信越学生弓道選手権大会（於 福井大学）
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6-9 日 昭和47年度全国厚生補j剥放民研修会（於 東京
商船大学附属臨海実湾施設）
9 日 第 31見入学試験官・理委民会
9 ～10日 第10凶全悶大学｛恥健f目刊
郷土文化会館）
第42旬］東海北陸地区同_1"D＇月交等会，i十部課長会議
（於 国立遺伝f芋研’先所）
11日 同大 協第 3常置委員会（於［Ii］立教育会館）
13日 大学改革準備委員会合同委員会
14～15日 第18凶東海北陸地区国立制服税関長会議
（於 名古屋工業大学）
16日 昭和47年度奨学事務研究会
17日 第10回評議会
第 2 回医学部設置検討 委員 会
18日 R連盟富山地区ボウリング大会（於 ボウル102)
第6 回事務協議会
19日 R連盟富山地区釣大会（於 新湊市堀岡地区）
20日 大学改革準備委員会合同委員会
21日 第3 回医学部設置検討委員会
インフルエンザ予防接腫（ 1回目）
23～26日 北信越大学バレーボール秋期選手権大会（於
富山大学）
23～27日 北陸三県大学学生交歓芸事！；潔（於 金沢大学）
24日 第7団事務協議会
授業料減免選考委員会
第8 回補導協議会
27日 大学改革準備委員会合同委員会
学閲 ニュース 編集委員 会
28日 インフルエンザ予防接腫（2 回目）
28～29日 国大協第51回総会（於 学士会館）
29日 第 5 回全国国立大学事務局長会議（於 学士会
館）
29～30日 第43回東海北陸地区間立大学学生部課長会議
（於 新熱海ホテル）
30日 国大協第18回事務連絡会議（於 学士会館）
10月4 日 教授会
7 日 理科ヰ3年次前学期授業終了
12日 胃の検査（第2次）
18日 教授会
人事教授会
学部補導委員会
報
23日 文d川；｝後学J�H受業開始
25日 理’t河斗4年次前’＇NU！授業ー終了
第146号
[E［立17大学理学部長会議（於 [Ii［立教育会館）
学部図書歪員会
1 1月1 日 学育問哉業補導委員会
6 日 理学科3年次後苧期授業開始
9日 理！γt科4年次後学期授業開始
13日
29日 小部F雨；1事委員と理学干ヰ教官との合同会議
30日 理：河＇r教官会議
｜教育学部｜｜
10月2 ～11日 附属小’t件交， 附属幼稚園教育実習
3 ～ 4 日 附属中学校1年生修学旅行
5 日 学部図書安員会
6日 記要制集委員会
7 ～12日 附属Iドf判定3年生修学旅行
10～12日 附属中’：件交 2年生修学旅行
11日 教務委員会
学部 補導委員会
教務， 補導合同委員会
12日 幼椎園設置準備委員会
胃の検査（第2次）
13日 紀要編集委員会
14～23日 附属中学ヰ交教育実習
17～19日 附属中料交6年生修学旅行
18日 教授会
教務委員会
附属小学校1～5年生遠足
24～11月1 日 附属小・中料支特殊学級教育実習
1 1月1 日 教務委員会
教授会
2 日 幼稚園教員養成課程設置準備委員会
10～11日 全国国立学校附属朝交i主盟北信越地区協議会
（於 附属学校）
15日 人事教授会
17日 補導委員会
19日 附属中料交父親学級
20日 附属中特立， 幼稚同インフルエンザ予防接腕
( 1回目）
21日 附属小判交インフルエンザ予｜桝抑（1 凶目）
22日 教務委員会
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附属小・中・幼X線開制協
27日 附属中，z付文インフルエンザ予防接臆（ 2回目）
29日 予算委員会
附属小学ヰ立， 幼稚関インフルエンザ予防接椅
( 2 回目）
l経済学部｜
10月4 日 第16回教授会
第10回教務：委員会
5 日 学生大会， 無期限ストライキ決議
6 日 第17回教授会（持ち廻り）
11日 第6回人事教授会
20日 学生大会
23日 第11回教務委員会
11月2 日 学生大会
7 日 学生大会
148 学生大会
16日 第7 回人事教授会
21日 学生大会， 無期限ストライキ解除
24日 第18回教授会
｜ 薬学部ii
10月4 ～5 日 全国国立大学薬学部事務長会議
（於 東京大学）
9日 日本薬理学会北部支部例会
12日 胃の検査（第2次）
16日 後期授業開始
18日 教授会
24日 学部補導委民会
28日 触媒学会富山地区講演会
11月1 日 教授会
7 日 教務委員会
8 日 教授会
10日 教授会
11日 学部レクリエーション（ i字国末神通第二発電
所等見学）
14日 補導委員会
15f:I 研究科委民会
18日 教授会
報
20日 教務委員会
2U:J 教授会
｜ 工学部｜
第146号
10月4 ～ 5 日 全国国立工業大！芋・国立大学工学音色野寿協
議会
9日 一般教授会
14日 特ヰ主任会議
16日 新基委員会
17日 工学部紀要編集委員会
20日 学部学生3・4 年九大学院学生後学期授業開
始
25日 →宣教授会
専任教授会
研究科委員会
11月1 日 研究科委員会
15日 寸宣教授会
研究科委員会
17日 学部学生（補導）委員会
工学部教職員厚生事業運営委員会
21日 X線間接撮影
インフルエンザ予防接臆（ 1 回目）
24～25日 工学部教職員文化祭
27日 防火訓練
28日 インフルエンザ予防接種（ 2回目）
29日 朝柱任会議
l教養部｜
10月3 日 補導委員会
4 日 初受会
11日 教務委員会
17日 学生大会(18日よりストに 入る）
18日 教授会
25日 教授会
教務委員会
補導委員会
11月1 日 教授会
2 日 説明集会
8 日 教授会
13日 教務委員会
15日 補導委員会
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紀要委員会
20日 教授会
24日 教務委員会
29～30日 第8 回 12大学教養部長会議（於 鹿児島
大学）
｜｜ 附属図書館
10月 1 1日 レファレンス・ルーム小委員会
商議会
12日 胃の検査（第2次）
13日 事務打合せ会
30日 商議会
31日 事務打合せ会
［｜経聞大学部｜｜
10月1日 後期授業開始
5 ～ 10日 経短祭（学友会主催）
24日 後期授業料減免選考委員会
第7 回教授会
11月28日 第8回教授会
訂 正
学報第 145号（昭和47年8 月・ 9月号） 3頁の海外渡航
者のうち期間等を次のように訂正します。
誤 正
竹内豊三郎 アメリカ出衆国 アメリカ合衆国
47・8・ 17 47・8・17
48・ 9 ・ 3 47・ 9 ・ 3
長谷 純一 47・9・21 47・9・21
48・11・20 47・11. 20 
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編 集 富山 大 学庶務 部庶務課
富山市五福3 1 9 0 
印刷所 第一共同印制株式会社
富山市太郎丸1220ー2
電話＠ 0 1 9 6（代）
